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イギリスで見たこと，感じたこと
来　住　正　三
　昨年3月から12月まで，約9か月の在外研究を終えて帰国してみると，
大学は板で囲まれていた。象牙の塔変じて，ベニヤ板の塔となっていたの
である。Easter　Paradeを見物した頃は枯木同然だった街路樹が，やがて芽
をふき始め，いっせいに輝くような新緑にあふれた5月。「daffodi1に始まっ
た花が，夏の盛りを過ぎて，Regent　StreetにChristmasの飾りつけが始まる
頃，雪をかぶった町並にわずかにのぞくhydrangeaの淋しい色で終った年
の暮に至るまで，「激動する」日本とくらべて，ヨーPッパはあまりにも
静かな世界であった。ノルウェーのフィヨルドの澄み切った海の色，おだ
やかな山なみ，車窓から眺めたチロルの秋景色，アルプスの山々など，ジ
ェット機で20時間たらずの距離にある世界なのに，やはり日本はFar　East
なのであろうか，・とふと感じたりする。
　ヨー一　Pッパ¢）没落がとなえられてからすでに久しい。たしかに，現代の
世界の中心がヨーロッパにあるとは言えないだろう。しかしながら，少な
くともルネッサンス以後の世界はヨーロッパを中心に動いてきたという歴
史の重みが，なおも今日のヨーロッパを支える基盤となっているのだ。
　ヨー一　nッパは人間中心の社会だ，とよく言われる。まさにその通りであ
る。ヨーロッパの人々が，ルネッサンス以来，自分たちの手でつかみと
り，築きあげてきたのが今のヨーロッパなのだ。彼らは自分たちの生活を
大事にする。長年にわたってつちかってきたものだからだ。法律も自分た
ちが，みずからを守るために作ったものである。したがって，その運用に
はあくまで弾力性をもたせなければならない一というわけで，地下鉄で
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山猫ストが起こっても，駅員にかみつくなどという話は聞いたこともな
い。通勤客は黙ってバス停留所に行列をつくる。ところが，ロンドンの2
階バスの乗客は，2階席には座席があいてない限り上がれない。下の席も
座席数プラス5人だけ，つまり5人立っている人があれぽ，停留所に何十
人待っていようとも素通りしてしまう。パスは「人間」を運ぶ道具であ
り，座席プラス5人という所にバスの最大限の効用を設定し，それ以上は
もはや人間輸送の道具として不適当である，としているのだ。逆にいうな
らば，すいているバスなら，たとえバスが走っていようが，停留所以外で
赤信号で止まっていようが，勝手に飛び乗り，飛びおりても結構。ただ
し，・ミス会社としては責任はもてない，at　y・ur　own　riskというわけであ
る。これは日本語に訳しにくい言葉である。「危険は承知の上で，やりた
けれぽ自分の責任でおやりなさい」という意味であるが，禁止の表示がな
いからといって行動をしたあげく生じた被害に関して，禁止表示をしなか
ったといってすぐ他人のせいにしたがる日本人的な甘えはここには一切見
当らない。すべてに人間が，個人の判断が優先するという意識が社会生活
全面にしみこんでいるのもやはり歴史のしからしめる所であろう。
　ロンドンの町は，パリやローマ，あるいはニュ　一一ヨークのような都市計
画にもとつく市街ではなく，自然発生的に出来上がった都会だといわれ
る。その点では東京と似ているのかもしれない。真直ぐな道といえば，た
いていはR・man　R・adといって，紀元前にPt　一マ人がやってぎた時につけ
た道路の名残りであって，あとは曲りくねった道が多く，うっかり裏通り
に迷いこむと，真直ぐ歩いているつもりが，いつかとんでもない所に出て
しまってうろたえることがよくある。しかし，その「道」が日本の道とは
全く違うのだ。イギリスの道路舗装率は100パーセントだとか。イギリス
では道路であるための絶対条件が2つあるわけだ。1つは舗装されている
こと，もう1つは人間の通る歩道をそなえていること，これである。道路
名に……Laneというのをよく見かける。英和辞典によると「小道，路地」
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といった意味が出ている。だが，どのような裏道であれ，路地であれ，道
路と名がつく限り必ず舗装がしてあり，歩道がついているのである。人間
の歩く部分と，車の通る部分の区別がないのは道ではないのだ。道でない
から自動車は入ってこない。自動車対人間の交通事故がほとんど無いのも
当然であろう。
　夏目漱石の小説以来，わが国でもよく知られているロンドン塔の一隅に
Jewel・R・・mという部分がある。ここには王室所有の王冠や宝石などが展示
してあるのだが，Star　of　Africaと名づけられた鶏卵大のダイヤモソドを初
めとするその所蔵品を見ていると，「大英帝国」以来の蓄積の深さを痛感
させられるのである。ちなみに，世界のダイヤモンドのベストテソのう
ち，上位数個はすべて英王室の所有だという話も聞く。
　たしかに今やイギリスという老大国一いや，もはや老「大国」とは言
えないのかもしれないが一は，慢性的な経済危機に悩まされ，もはや回
復不能ではないかとさえ言われているのは事実である。かつての大英帝国
の遺産を食いつぶして，何とか紳士の体面を保っているのだ。大英帝国の
後始末という意味では，さらにまた，人種問題も現代イギリスのかかえる
難問となりかけている。ロンドソの地下鉄やバスの従業員，安レストラン
の下働きなどに，とくに黒人がめだつのだ。かつてのEast　Endは今やス
ラム街をこわして新しい町作りが行なわれているというのに，新たに黒人
の多い住居地区がWestの方に出現し，そのためにその付近の地価が下が
っていくというアメリカと同じような現象が見られるのだ。私の滞在した
宿のあたりも，黒人の多い地区の一端に属していた。保守党には，有色人
種移民制限をとなえる政治家も出てきて，その政治家を課刺する劇を上演
中に右翼がなぐりこむといった騒ぎもあった。アングP・サクソン支配の
名残りをとどめている北アイルランドでは，しぼしば暴動が起こり，その
地方選出の23歳の女性国会議員を先頭に，町にバリケードを築き，歩道の
激石をはがして警官隊と衝突し，ついには軍の出動によってようやく収ま
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ったような事件もあった。ロンドン大学に属するL・nd・n　Sch・・1・f　Ec・n・m－
ics　and　P・litical　Sciencesはイギリス学生運動の中心であり，大学本部の封
鎖と，それを支持した講師2人の「造反的」行動をめぐって，当局と学生
との対立がしばしば新聞をにぎわせた。
　昨年日本でもBritish　Weekという催しが開かれ，　Princess　MargaretがQueen
の名代として訪日したとか。輸出振興のために，ヨー・Ptッパ各地でも同様
の催しが行なわれたようだが，とくに日本の場合は成功であったという。
イギリスの日本に対する感情は，表面はともかく，内心はかなりきびしい
見方をしているのが実情のようである。何しろ今もなおアメリカ英語を軽
蔑し（これはヨP－・・Pッパ全般に言えることであるから，ヨーロッパ旅行の際には，
できるだけQueen’s　Englishを，でなければ，　American　Englishの口まねをするよ
りも，むしろJapanese　Englishで通す方が好都合である），大英帝国の夢からさ
めきっていない連中の多いイギリスである。ランカシャの紡績業から，グ
ラスゴーの造船にいたるまで，すべて日本産業に追いぬかれたイギリスに
とって，日本という国はきわめてコシャクな国らしい。そこに，昨年イギ
リスの大衆新聞に出た「東京近郊の西宮における犬の虐待」などといった
途方もない記事が反響を呼ぶ素地が十分あるわけである。
　このように内外からの諸問題をかかえていながら，イギリス人の生活を
見ている限りでは，ほとんど動揺が見られないのはどういうことなのであ
ろうか。
　現代のイギリス社会を表現するのにPermissive　s・cietyという言い方が用
いられることがある。他人に迷惑を及ぼさなければ，何事でも許される寛
容な社会という意味である。ひざ上30cmのmini－skirtであれ，地面にひ
きずるようなmaxi－c・atであれ，　hiPPyのように髪をのばそうが，　skinhead
（hippyに対抗して出てきた右翼的な連中で髪を短く刈りあげている）のように刈
りこもうが，お好きなように，というわけである。現代の混迷情況から脱
出しようとする意図が，このようなPermissive　s・cietyを生んだのかもしわ
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ないのであるが，その根底を支えているのが，大英帝国時代に植民地から
　しぼり取ってきたものの蓄積なのである。この蓄積は，イギリス人個人の
　中にも十分にたくわえられている。国民総生産が自由世界2位とかいって
大国の仲間入りをしたがっている日本の国民1人1人に，一体どのような
蓄積があるのか。これは有形の富だけではない。文化遺産にしても，ほぼ
　同時代の劇作家近松門左衛門とシェイクスピアが現代に及ぼしている影響
　を考えても明瞭である。
　　日本の大学の先生方がよく利用するReading　RQ・mを備えたBritish　Mu－
seumのエジプト，ギリシャ関係の収集品は驚くべきものである。ミイラの
現物から，小さな神殿にいたるまで，よくもこれだけ集めたものだと，つく
づく大英帝国の徹底的な搾取には感心させられる。アテネでパルテノンの
神殿を見物したとき，案内人は自嘲的な口調で，ここの彫刻などはBritish
Museumに保存してあると言っていた。アテネ市の美術館にあった作品も，
　ルーヴルにくらべて何と貧弱であったことか。このMuseum（日本の浮世絵
　の収集もある）や，古今の名画を展示したNational　Gallery，　Tate　Galleryな
　ど，いずれも入場は無料なのである（ルーヴル博物館は入場料をとっている）。
　ロンドン郊外や地方小都市にある美術館などへ入っても，いたる所にルー
　ベンス，ヴァン・ダイク，ティシアンなどの画が陳列してある。それがほ
　とんどいずれも入場無料なのである。
　　ロンドンのテレビはチャンネルが3つしかない。BBC（日本のNHKに
　あたる）が2つ，民間放送が1つ，それだけである。テレビに関しては日
　本の方がはるかに先進国であり，カラーテレビなど，ほとんど一般家庭に
　は入っていない。ところが，私の研究対象であった演劇についていうと，
　これは日本と逆に，日曜日を除く毎晩，ロンドンの商業演劇だけで40ほど
　の劇場が，それぞれ違った作品を一前衛劇からドタバタ喜劇やミ＝一　Hジ
　カルまで一くり返し上演しているのだ。前衛劇であっても，その観客は
　必ずしも青年とは限らない。うすぎたない地下劇場に，中老の上品な夫婦
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連れなどが結構入っていて，全裸に薄い布切れをまとっただけのマクベス
夫人の夢中遊行ぶりを眺めているのである。
　シェイクスピァ劇の上演に際しては，しばしば日本の小学生から，中学
・高校生位の年齢の生徒団体が観劇に来ている。ローレンス・オリヴィエ
の主宰するNati。nal　Theatreの‘Love’s　Labour’s　Lost’（r恋の骨折損』），新し
い演劇の一方の本拠であるR・und　H・useの‘Macbeth’（『マクベス』），毎年夏
にロンドンのRegent　Parkで行なわれるOPen　Theatreの‘The　Two　Gentlemen
of　Verona’（『ヴェローナの二紳士』），　Stratford－upon－AvonのRoyal　Shakespeare
Theatreでの‘Henry　VIII’（rヘンリー八世』）など，いずれにもこのような団体
の制服姿が目立った。イギリス人が自分たちの言葉を大切にし，幼ない頃
から古典に親しんでいる一つの証拠でもあろう。
　それと同時に，シェイクスピアを初めとする16，17世紀の演劇が今日上
演されるのは，あくまで「現代」劇として扱われているのだという事実を
見逃してはならない。今来日中のRoyal　Shakespeare　C・mpanyの‘The　Wi’n－
ter’S　Tale’（r冬物語』）の演出が話題になっているが，それもこの作品の現
代に占める意味を見出そうとする演出者の探求から，このような舞台が生
まれたのである。
　イギリスは地方分権の国である。今の正式の国名United　Kingdom　of　Great
Britain　and　Northern　Irelandとは，　England，　Scotland，　Wales，　Northern　Ireland
の連合した王国という意味である。昨年Prince　of　WalesのInvestitu・e（立太
子式）がウェールズの古城で行なわれたとき，ウェールズの独立を叫ぶ一
部急進派は，テロ行為も辞さずと，これに反発したものだ。スコットラン
ドの古都エジンバラへ行くと，すぐ，ロンドンとくらべてどう思うか，と
いう質問を浴びせられる。北アイルランドの紛争についてはすでに述べた
とおり。したがって，各地に住む人が自分の町を愛する気持ちは，日本で
想像する以上のものがある。シェイクスピアの生地スFラットフォード・
アポン゜エイヴォンの劇場は例外としても，人口4，5万の町へ行くと，必
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ずといっていいほど立派な劇場があり，そこには専属の劇団が住みついて
いて，独自の演劇活動を行なっているのだ。それもただ劇場で芝居をやる
だけではない。青少年の演劇教室を開き，学校などへ巡回公演を行ない，
演劇という「言葉」を媒介とした共同的創造活動を通じて，地方文化の発
展を意図し，革新の可能性を探っているのである。地方在住の人も自分た
ちの町の劇場を愛し，経済的危機に際して，一致してこれを救ったりリン
カーン市のTheatre　R・yalのような例も少なくない。
　ストラットフォード・アポソ・エイヴォンは美しい町である。世界各地
から集まった人々と共に過ごした3週間は，ことに印象深い毎日であっ
た。英語という共通語を頼りに，フランス，ドイツ，ノルウェー，フィン
ランド，エジプト，ブラジル，アメリヵなどからの人たちと共にShakes－
Peare　Instituteで講義を聞き，シェイクスピアについて討論をかわし，　R・yal
Shakespeare　Theatreの劇を見てはそれについて語り合い，終って小さなPub
（イギリス独特の酒場）へ行ったり，夜ふけてひと気の少ないエイヴォン川の
ほとりを歩いて，ギターのひき語りをする若者の歌を聞いたり，Fair（縁日
の夜店みたいなもの）を見物して露店のホットドヅグをかじったり，学生時
代にもどったような楽しい日々であった。
　また，法学部の内藤先生をブリストルに訪ね，一緒にウェールズからア
イルランドに渡り，帰途は中部イングランドを旅して，ダブリン，チェス
ター，ウスターなどで毎晩さまざまな劇場をおとずれたこともある。エジ
ンバラ・フェスティヴァルでは，屋根裏の実験劇場やら，シ＝イクスピ
ア，マーロ　一一から，現代作家の新作にいたるまで，6日間に7つも見て少
少くたびれたこともあった。高橋洗先生と同行して，秋雨にぬれながら古
都ヨークのRoman　Wall（城壁）の上を歩いたことも忘れられない。
　第一の目的であったイギリス演劇の研究については，いずれゆっくりま
とめたいと考えているが，昨年滞在中に上演されたもので問題になった作
品はだいたい見ることができたし，あらゆる点で最初考えていたより以上
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に豊かな収穫があったと喜んでいる。「人間」中心の社会のもつ重みが実
感として受けとめられただけでも，海外生活の意味は十分あったといわな
ければなるまい。
　蓄積の深さという点では，演劇も例外ではない。演劇の歴史の重みがそ
のまま現代に生きていることは，シェイクスピアの場合を考えても理解で
きよう。現代社会に占める地位もまた，広く深いものがある。イギリスの
演劇活動を行なっているグループを幾つかの傾向に分けてみると，最左翼
に属するのが自主演劇グループとでもいうべき多くのアマチュア劇団であ
り，前衛的な小劇団である。ロンドンだけでも幾つ位あるのか見当もつか
ない。その中で最も活動が目立つのがCharles　Mar。witzのOpen　Spaceであ
り，前にもふれたRound　H・useである。かつてTheatre　W・rksh・pが活躍
したPンドン市内東部のストラットフォードにあるTheatre　R・yalは，有能
な女性演出家J・an　Littlew・・dが去ってからは活動が沈滞している。人種問
題に関して右翼の襲撃を受けたEnglish　Stage　CompanyのTheatre　Upstairs
という実験小劇場や，エジンバラの屋根裏にこもるTraverse　Theatreなども
ここに加えてよい。
　それに対して最右翼に位するのが，West　End（今のロソドンの中心繁華街
の呼称で，レスター・スクエアを中心とするあたりに劇場が多い）の商業演劇で
ある。ここでの作品は，アメリカのブロードウェイと同じく　‘Hit　or　FI。p’
（ヒットしない作品はだめ）の原則によって評価をうける。‘MOusetraP’（rねず
み取り』）というアガサ・クリスティ原作のたわいもないスリラー劇が，18
年目という気の遠くなるほどの1・ng　runを続けているのがその好例であ
る。今日本で上演されている反戦musical‘Hair’も，そのsensati・nalismが
当ったおかげで，ロンドンでは1年以上の1・ng　runとなっている。　West
End観客の相当数は外国人だといわれる。こういう観光客に話の種を提供
するためにも，まず「当る」ことが第一条件となるわけである。
　もう一つ，イギリス劇団の中核を形成しているのが，R・yal　Shakespeare
　　　　　　　　　　　　　　　（20）
C・mPanyとNational　Theatreを頂点とする多くのRePertory　Theatre（レーq　一．
トリー劇場とは専属の劇団をもち，あらかじめ発表された上演目録に従って，幾つ
かの作品を替えて上演するもの）である。各地方に存在するレパートリー劇場
が，Counci1・f　RePert・ry　Theatres（レパートリー劇場評議会）を作って国や公
共団体に補助金を要請したのが1944年のことであった。以後この評議会は
着実に歩を進め，今では先述の2劇団を名誉メンバーとして，前にふれた
リソカーンのTheatre　Roya1などを含む40以上のメソバーを擁して活躍し
ている（ただし，そのうちロンドソ所在は1つだけで，あとは他の都市に散在して
いる）。
　イギリスのレパートリー劇場は「朝食用の食品」から生まれたと言われ
るが，これは，そのさきがけをなした1908年開場のマンチェスターGaiety
Theatreに出資したのが紅茶会社Horn三manのAE．　E　Hornimanであり，
ついで1913年に開場したBir・ningham　RePert・ry　Theatreの出資者が家庭用マ
ーガリン会社のBarry　Jacks・nであったことからきている。このような劇場
が今日もなお旺盛な活動を続けているという事実にも，イギリスデモクラ
シーの基盤ともいうべき地方分権意識のあらわれが認められるのである。
　ヒれらの劇場に対して補助金を支出しているのがAτts　C・uncil（日本の文
化庁にあたる）であり，その援助によってすでに各地には新しい劇場が次々
と建築され，開場している。ロソドソにおいても，National　Theatreの新豪1
場は71年開場の予定で昨秋起工され，R・yal　Shakespeare　C・mPanyの新しい
劇場も，これと前後して建築されることになっている。
　こういう幾つかのグループ間の交流もまた，きわめて活発である。たと
えば，BristQl　Old　Vicからの、℃onduct　Unbecoming’（『ふさわしからざる行為』
バリー一・イングランド作），Nottingham　Playhouse・からの‘Arturo醜’（『アルト
ウ・・ウィの興亡』ブレヒト作）などが昨年West　Endで上演されて話題とな
ったし，地方劇団の俳優や演出家が，あるいはWest　Endに，あるいは実
験的な小劇場に出演することもしばしばある。他劇団出演がニュースとな
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るような日本の劇壇とくらべてみて，今更ながらその違いに驚かされる。
社会全体の蓄積の深さの違い，これがあらゆる面に出てきているようであ
る。クリスマスが近づくと，さまざまな種類の劇場に，青少年のため，家
族連れのための出しものが用意されるのを見ても，イギリス社会において
果たしている演劇の役割がいかに大きいか，明瞭に読みとれるのである。
入場料も，West　Endの1等席で35シリング（約1・500円）であるから，むし
ろ安いといえよう。3階席なら，300円ほどで観劇できる（私の見た中で一
番安い入場料は，Royal　Academy　of　Dramatic　Artの公演で，100円ほどでA席が
買えた。これは演劇学校であるが，日本のへたな職業俳優よりも，よほど達者で蜂
心的な演技を見せてくれたと思う）。
　伝統の違いはたしかに存在する。だがそれと同時に，自分たちの芸術を
何とか守り育てて行こうという国全体の熱意を見逃してはなるまい。RoyaL
Shakespeare　Companyに対して，　Arts　Councilは昨年20万ポンド（約1億7，300
万円）の補助金を与えたそうである。芸術とか，教育とかいうものには，
とにかく金がかかるものだという事実を，日本の政府も国民も少し考えて
みる必要があろう。たまたま入手した資料によると，イギリスの大学の学
生数に対する教員の割合は5対1であった。イギリス最大のロンドン大学
にしても，その比率は同じである。大学が大きくなり，学生数がふえれ
ぽ，教員数もそれにつれて増加するというきわめて当然のことが，その通
りに実施されているだけの話である。イギリスの大学はまだ少数であり，
日本の旧制大学程度の就学率であろう。それにしても，オックスフォー
ド，ケソブリッジをはじめとするイギリスの大学には，国・公・私立の区
別はまったく無いようである。学生自身も，おそらく自分の大学がそのど
れなのか知らないであろうし，第一全然考えたこともなかろう。大学の設
立を国で認めたからには，国があくまで責任をもつ，という考え方である。
教育制度をいじるのも結構だが，その前に，教育に対する基本的な姿勢を
改めない限り，教育問題の解決などほど遠いのではあるまいか。
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　West　Endの劇場観客の相当数が観光客であることはすでに述べた。年中
ロンドンには観光客の絶え間がないのだ。ヨーpッパは狭い地域である。
ロンドンーパリ間はジェット機なら40分。汽車に乗り，途中船に乗りかえ
てDover海峡を渡り，また汽車に乗って行ったところで，　Golden　Arrowと
名づけられた列車は，パリ北駅を正午すぎに出ると，夕方7時すぎにロン
ドンのヴィクトリア駅に着くのだ。アムステルダムからブリュッセル，さ
らにパリへ汽車に乗ったときなど，途中では一切パスポート検査もなく，
いつ国境を越えたのやらさっぱりわからない。スイスでは1時間も汽車に
乗ると，ドイツ語圏からフランス語圏へ，さらにイタリア語圏へと入って
しまう。このような距離が，ヨーロッパにおける「外国語」というものの
性格を決定づけているようである。
　ヨーPッパ人がある外国語を本気で勉強しようとすると，彼らは何はと
もあれ，その言葉の話されている国へ行くのである。小学校時代から少な
くとも1つは他国語を学んでいるうえに，相互の言語に共通の要素が多い
のであるから，いわば，九州の人が東北弁を勉強する程度の努力で事足り
るらしい。ロンドンの英語学校へ通っている日本人の話では，ここへ来て
いるヨー一　pッパの連中は，しゃべるのにはほとんど不自由がないとか。学
校で習っているのは，日本の中学かせいぜい高校程度の文法なのであっ
て，単語の語いなども日本人の方がはるかに多い。ペー一パーテストでは日
本人はほとんど常にトップクラスである一にもかかわらず，授業のあと
の雑談となると，日本人はおし黙ってしまう。
　日本の外国語教育というものが近頃しばしば問題になっている。ペーパ
ーテスト万能の試験制度とか，外国語教育における教養主義の偏重とか，
たしかに教育方法そのものの欠陥もあるだろう。だが，根本的には，日本
の社会に内在するc・mmunicati・nの不足，それが対外的にも作用して，今
もなお依然として一種の心理的鎖国状態を続けているところに，その原因
があるのではなかろうか。日本はたしかにFar　Eastであった。ヨーロッパ
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からだけではない。中国あるいは朝鮮からもFar　Eastであった。だがその
地理的条件は航空機の発達によって，いわぽ「革命的」な変化をとげつつ
ある。「外国語」という用語そのものも考えなおす必要がありそうである。
私はしばしば“What　is　the　sec・nd　language　in　your　c・untryP”という質問を受
けた。西ヨー一　Pッパでは，北欧ゲルマン語系諸国では英語が，南欧ラテン
語系諸国ではフラソス語がsec・nd　languageになっているらしい。もっとも
近頃はアメリカ人観光客が多いせいか，南欧でも観光地では英語でほとん
ど不自由しなかった。とくに日本人と見ると英語がわかるものときめてか
かる場合が多く，オーストリアでは，ドイツ語で話しかけたのに英語で返
事してきたこともあった。
　ヨー一・Pッパではこのように「外国語」という意識がほとんどないのであ
る。地理的条件が変化していくならば，いずれこの傾向は全世界に広がる
のではあるまいか。「第1外国語」でも「第2外国語」でもない「2つめ
の言語」あるいは「3つめの言語」，これこそ今後私たちが学ばなけれぽ
ならないものなのかもしれない。言語は目的ではなく手段であるというき
わめて平凡な事実，ここに問題の出発点があるようだ。
　R。yal　ShakesPeare　C・mPanyの公演を日生劇場で見たとき，同じ芝居をスト
ラットフォード・アポン・エィヴォソで見たときの観客の反応と，日本の
観客の反応の違いが感じられた。それが俳優にはね返って，そこからは当
然違った舞台が生まれてきたわけである。同じ俳優が同じ作品を上演して
も，観客の反応によってその舞台が変わってくるということ，この微妙な
c・mmunicati・nの効果をまのあたりに見て，あらためて「言葉」のになう意
味を考えさせられるのである。
（24）
